
を
制
定
す
る
意
味
は
何
か
。
ま
た
、

制
定
に
当
た
っ
て
の
意
見
交
換
会
は

行
わ
れ
る
の
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

支
援
す
る
側
と

受
け
る
側
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
有
無
を
把

握
し
、
適
切
な
手
助
け
が
で
き
る
こ

と
が
当
た
り
前
の
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
市
条
例
制
定
に
至
っ
た
。
制

定
に
向
け
、
意
見
を
伺
う
場
を
３
月

に
設
け
る
。

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

❶
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
は
増
え

て
お
り
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

き
ら
り
へ
の
期
待
は
増
し
、
家
族
に

寄
り
添
う
施
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ア
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
移
動
支
援
の
課
題
は
把
握
し
て

い
る
か
。
イ
事
業
者
の
減
少
に
対
応

を
。
ウ
き
ら
り
で
の
保
護
者
に
対
す

る
相
談
支
援
や
、
両
親
学
級
等
の
実

施
に
よ
り
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
家
庭
へ
の
支
援
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

ア
き
ら
り
の
放

課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
１０
人
の
待

機
者
が
お
り
、
民
間
の
事
業
所
に
も

待
機
者
が
い
る
。
イ
移
動
支
援
の
事

業
者
は
１２
か
所
あ
り
、
他
市
を
合
わ

せ
る
と
２４
か
所
あ
る
。
開
設
の
お
話

を
頂
い
た
際
は
適
切
に
対
応
し
た
い
。

ウ
試
行
的
に
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　

❷
東
大
通
り
の
交
通
安
全
対
策
を
。

北
大
通
り
ま
で
の
拡
幅
事
業
が
長
期

化
し
て
お
り
、
早
期
に
抜
本
的
な
安

全
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
ア
東
小
金

井
駅
西
側
高
架
下
へ
の
信
号
機
の
設

置
を
求
め
る
。
イ
緑
町
二
丁
目
花
見

橋
バ
ス
停
前
に
、
横
断
歩
道
の
設
置

を
求
め
る
。
ウ
三
小
前
交
差
点
付
近

の
児
童
通
学
路
へ
の
安
全
対
策
を
。

　

都
市
整
備
部
長　

ア
信
号
機
は
今

年
度
内
に
設
置
予
定
。
イ
現
時
点
で

は
難
し
い
。
ウ
用
地
買
収
を
早
期
に

進
め
る
よ
う
都
に
伝
え
る
。

�

露
口
哲
治
（
小
金
井
自
民
）

　

坂
上
地
域
と
坂
下
地
域
間
の
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
し
て
、
コ
コ
バ

ス
の
増
便
や
ル
ー
ト
変
更
な
ど
の
要

望
は
多
い
が
、
財
政
的
観
点
か
ら
難

し
い
と
言
わ
れ
て
き
た
。
坂
を
克
服

す
る
た
め
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

設
置
の
研
究
を
要
望
す
る
が
、
他
市

の
例
や
市
の
見
解
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
費
用
は
、
５
～
６
千
万
円
、
２
億

６
千
万
円
、
１
億
５
千
万
円
と
財
政

負
担
は
大
き
く
、
実
現
す
る
に
は
様

々
な
課
題
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
平
成
２９
年
度
予
算

で
コ
コ
バ
ス
５
ル
ー
ト
運
行
費
補
助

金
は
、
約
３
千
400
万
円
と
安
価
で
あ

る
。
更
に
コ
コ
バ
ス
に
予
算
を
割
く

べ
き
で
あ
る
。
ア
野
川
・
七
軒
家
循

環
は
、
20
分
間
隔
運
行
を
積
極
的
に

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
イ
コ
コ

バ
ス
の
充
実
は
、
費
用
対
効
果
と
い

う
面
で
積
極
的
に
充
実
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

ア
20
分
間
隔
の

運
行
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
車
両
購

入
、
運
転
者
の
人
件
費
や
燃
料
費
等
、

大
き
な
費
用
負
担
が
必
要
と
な
る
。

　

市
長　

イ
坂
下
地
域
の
市
民
要
望

は
認
識
し
て
い
る
が
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
果
た
し
て
可
能
で
あ
る
の

か
様
々
な
視
点
で
検
証
が
必
要
で
あ

り
、
総
合
的
な
見
直
し
の
時
期
に
差

し
掛
か
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

�

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

ア
平
成
28
年
度
の
施
政
方
針
に
対

す
る
実
績
に
つ
い
て
、
自
身
の
評
価

は
。
イ
不
十
分
な
点
は
。
ウ
オ
ー
ル

小
金
井
の
対
話
が
重
要
と
述
べ
て
い

る
が
、
対
話
を
重
ね
て
き
た
か
。
６

施
設
複
合
化
は
１
年
で
４
度
の
方
針

転
換
。
そ
の
間
、
我
々
や
市
民
と
対

話
し
た
実
績
は
、
ほ
と
ん
ど
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
自
身
の
後
援
会
組
織

だ
け
で
の
議
論
が
市
民
対
話
と
い
う

な
ら
、
市
民
は
そ
う
思
っ
て
い
な
い
。

　

市
長　

ア
各
事
業
進
捗
に
濃
淡
は

あ
る
が
全
体
と
し
て
着
実
に
動
い
て

い
る
。
新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
設

計
・
建
設
、
20
年
間
の
運
営
を
一
括

し
て
行
う
事
業
者
が
決
定
し
契
約
が

完
了
。
本
庁
舎
の
竣
工
時
期
は
平
成

33
年
度
を
目
指
す
こ
と
を
報
告
で
き

た
。
イ
不
十
分
な
点
は
、
年
度
が
終

了
し
て
い
な
い
の
で
具
体
的
に
言
え

な
い
が
最
後
ま
で
努
力
す
る
。
い
く

つ
か
の
施
策
に
つ
い
て
、
諸
事
情
で

予
定
ど
お
り
に
進
ん
で
い
な
い
も
の

も
あ
る
。
ウ
市
民
と
の
対
話
は
進
め

て
き
た
つ
も
り
。
も
ち
ろ
ん
十
分
で

は
な
い
が
、
全
力
を
尽
く
し
て
き
た
。

■
そ
の
他
、
消
防
団
出
初
式
の
屋
外

暖
房
の
実
施
検
討
、
市
の
個
人
情
報

保
護
と
情
報
管
理
体
制
、
市
内
の
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
、
都
市
計
画
道
路

３
・
４
・
８
号
線
整
備
事
業
、
撤
去

自
転
車
等
の
撤
去
料
の
見
直
し
と
い

っ
た
各
政
策
と
課
題
に
つ
い
て
、
質

問
と
提
案
を
し
ま
し
た
。

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

❶
学
校
の
芝
生
に
つ
い
て
。
養
生

期
間
を
短
く
し
、
伸
び
伸
び
と
利
用

で
き
る
運
営
・
維
持
の
水
準
な
ど
を

定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
教
育
委
員

会
で
作
成
し
、
市
で
統
一
化
し
な
い

か
。

　

学
校
教
育
部
長　

学
校
の
状
況
を

確
認
し
て
、
一
定
の
基
準
が
設
け
ら

れ
る
か
考
え
た
い
。

　

❷
一
時
保
育
に
つ
い
て
。
緊
急
な

理
由
で
の
予
約
が
取
り
に
く
い
状
況

が
あ
る
が
、
改
善
で
き
な
い
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

市
民
か
ら
そ

の
よ
う
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
公
立
保
育

園
の
一
時
保
育
の
拡
大
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
職
員
団
体
と
協
議
を
進
め

て
い
く
。

　

❸
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ
い
て
。

一
般
車
両
や
介
護
・
障
が
い
者
に
関

す
る
車
両
が
安
心
し
て
停
車
で
き
る

場
所
の
確
保
は
で
き
な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

目
立
た
な
い
色

の
カ
ラ
ー
舗
装
と
、
案
内
表
示
サ
イ

ン
を
乗
降
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
小
金
井
警
察
署
の
了

承
を
得
て
い
る
。
武
蔵
小
金
井
駅
南

口
と
東
小
金
井
駅
北
口
に
設
置
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る

公
園
に
つ
い
て
や
、
武
蔵
小
金
井
駅

北
口
の
バ
ス
停
案
内
表
示
板
に
つ
い

て
提
案
し
ま
し
た
。

�

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
進
党
）

　

❶
隣
近
所
の
助
け
合
い
と
「
自

助
」
の
理
念
の
周
知
に
つ
い
て
の
市

の
見
解
は
。

　

総
務
部
長　

避
難
所
運
営
協
議
会

設
置
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可

能
か
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
。
ま
た
、

自
助
と
共
助
の
理
念
に
立
つ
市
民
と

市
が
連
携
を
図
り
相
互
に
協
力
し
、

市
民
の
生
命
や
財
産
の
安
全
の
確
保

に
努
め
る
よ
う
な
防
災
意
識
を
浸
透

さ
せ
て
い
き
た
い
。

　

❷
待
機
児
童
解
消
策
と
個
別
対
応

が
必
要
な
児
童
受
入
れ
の
課
題
は
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

４
月
に
向
け
、

約
２４０
人
定
員
を
拡
充
し
た
が
、
応
募

状
況
に
鑑
み
る
と
待
機
児
童
解
消
は

か
な
り
難
し
い
。
公
立
・
民
間
園
含

め
、
加
配
し
て
い
る
児
童
数
は
２５
人
、

気
に
な
る
児
童
と
し
て
配
慮
し
て
い

る
児
童
は
２２
人
。
保
育
課
と
し
て
は

現
在
の
巡
回
相
談
の
状
況
を
精
査
し
、

よ
り
支
援
に
つ
な
が
る
仕
組
み
に
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

❸
市
が
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

（ 4面～ 7面）
2月 1日、3日、6日、7日

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 会
派
の
略
称

（自民党小金井）　自由民主党小金井市議団
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（市議会民進党）　小金井市議会民進党
（リベラル保守）　リベラル保守の会
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（緑・市民自治）　緑・市民自治こがねい
（改 革 連 合）　改革連合
（市 民 会 議）　こがねい市民会議
（小金井自民）　小金井自由民主

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と

家
族
の
支
援
の
充
実
を

コ
コ
バ
ス
の
更
な
る
充
実
は

坂
下
住
民
の
悲
願

平
成
28
年
度
施
政
方
針
の

検
証
と
評
価
に
つ
い
て

利
用
者
目
線
の
芝
生
管
理

／
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
対
策

自
助
と
近
助
は

地
域
を
つ
な
ぐ
キ
ー
ワ
ー
ド

芝
生
の
上
で
元
気
に
運
動
を
す
る

児
童

地
元
か
ら
事
業
推
進
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
８
号
線

隣
近
所
の
助
け
合
い
、
支
え
合
い

の
取
組
で
あ
る
「
近
助
」
の
実
現

に
は
こ
う
し
た
防
災
訓
練
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
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